




	日程
	時   間
	テーマ  および  講師（敬称略）

	7月４日

（土）
	10：30～13：00

（150分）
	「講義１　MRIの知的巨人たちと今日までの展開 ― 一貫する知的伝統とスタンス ―」
長谷川  啓三　東北大学大学院教授（臨床心理学）

	
	14：00～16：30

（150分）
	「講義２　ブリーフセラピーの学校、組織への応用」

　水谷  久康　三重県立北星高等学校教頭、ITC幹事

	7月５日

（日）
	9：30～11：30

（120分）
	「講師陣による模擬面接と質疑応答」

　　模擬面接を講師陣で行います。

	
	12：30～15：00

（150分）
	「講義３　最新の研究を実践に応用する 
―気分変調性障害と境界性人格障害のブリーフセラピー― 」

若島　孔文　東北大学大学院准教授（臨床心理学）　



講師紹介（敬称略）


＊＊＊＊＊企画講師　長谷川　啓三 東北大学大学院教授（臨床心理学）・MRI海外代表＊＊＊＊＊


出講講師　水谷  久康　三重県立北星高等学校教頭、ITC幹事


若島　孔文　東北大学大学院准教授（臨床心理学）





※　講義3のテーマが変更になりました。※ 時間割・テーマについては、多少内容が異なる場合があることをお含みください。





NO.０９５２０





ブリーフセラピーは１９６０年代に米国にあるMRI（メンタルリサーチインスティテュート）で生まれました。インスーとスティーブは、そこの上級研究員でありました。今年はそのMRI研究所の開設５０周年記念です。それはつまり、世界でブリーフセラピーが生まれて５０年が経ったことを意味します。ホームページ� HYPERLINK "http://www.mri.org/50th_Conference.html" ��www.mri.org/50th_Conference.html�。


このMRI５０周年記念会議で、日本の代表である長谷川もスピーチを依頼されています。「MRIの知的巨人たちとコミュニケーション研究の新段階」と題して、１９６０年代に西海岸で始まったこの方法が日本に伝わり、展開した今日の状況を報告します。今回の講座は、入門編を踏まえて、まずは体験的なケース検討に重点をおきますが、加えてこの分野の最前線の研究と応用についてできる限り体験的に学ぶ予定です。


参考文献は長谷川他著「ブリーフセラピーの新しい流れ」安田生命社会事業団、


インスー他著「ブリーフコーチング入門」創元社。





本講座は臨床心理士資格更新の研修ワークショップとしての要件が満たされた場合、資格認定協会へ申請いたします。





２００９年度　心理臨床講座　２ (講義3のテーマ変更後)








期　日	：２００９年7月４日（土）～５日（日）


受講対象 ：臨床心理士・看護師・保健師・心理職・相談員等の方で、医療・相談・福祉・教育に関わる専門家、学生、および関心のある方


定　員	：７0名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認願います）


受講料	：１２,０００円（税込）　※　昼食は各自でお手配願います


会　場	：明治安田こころの健康財団 講義室


（東京都豊島区高田3-19-10　03-3986-7021）


	ＪＲ山手線「高田馬場駅」又は地下鉄東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分





1-4-14TEL：後　援


後援：宮城県・宮城県





体験するブリーフセラピー（ケース編）　　　　　　














